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本発表は、まずポルトガルの歴史の中で、ポルトガル人がマカオへ定住するに至る過

程を触れたうえで、ポルトガル人のマカオ定住に伴い渡来した宣教師によって伝わった

西洋画の発展について述べる。さらに、当時さまざまな理由でマカオに到来した西洋人

画家たちや、西洋人相手に商売を行った中国人画家たちが描いた作品（歴史画）から当

時のマカオにおける西洋画壇の様子などを述べる。また、今までこれらの歴史画は歴史

資料として使用されるのが一般的であったが、この発表では、これらの歴史画を西洋絵

画（美術品）として考え、現在までに発表されているこれら歴史画に関する資料を踏ま

えて、さらに美術的角度を加えて分析する。つまり芸術論と技術論を合わせた観点から

作品を分析することで、今までの歴史資料だけでは解明できなかった部分や、当時の中

国人画家が描いた西洋画がどのようなレベルであったか、また彼らは西洋人画家からど

のような影響を受けたかについて述べてみる。加えて、西洋画の入口としての役割を果

たしたマカオは彼らからどのような影響を受けたか、特にマカオに移住したイギリス人

画家ジョージ・チネリー（George Chinnery）がマカオにどのような影響を与えたかに

ついて考える。また、彼の作品について歴史的な角度から分析するだけではなく、画家

の目線で分析し、当時彼はどのような絵画様式を持ち、誰に影響を受けたかについて述

べる。そして、マカオでどのような作品を描いたかを紹介するとともに、現地の気候に

合った水彩画を多く描いた理由などについての考察を試みる。最後にジョージ・チネリ

ー（George Chinnery）の弟子とされるラムクワー（Lamqua）は、ジョージ・チネリ

ー（George Chinnery）にどのような影響を受けたか、ラムクワー（Lamqua）とジョ

ージ・チネリー（George Chinnery）の関係、そして現在の研究者によって次々に発表

されたその本名の謎を巡る異なるラムクワー（Lamqua）説を、初めてマカオ人の立場

から分析する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


